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論

戦時二際シ、外傷ダヽ暫ラク措キ、兵カヲ割キ、

延イテノヽ叉國民保健上由々シキ問題ヲ惹起スル

モノトシテ各種ノ傅染性疾患ノ傅播ヲ来スコト

ノヽ今更喧々スル要ナキモ、取分ケ結核性疾患が

其最タルモノヽ一二属セシ事､ハ彼ノ第一次世界

大戦ノ際二既二吾人二訓ヘラレシ所ナリキ、乃

チ其際二於ケル鶏逸軍除現役兵ノ結核二罹患セ

ル者ハ兵員１萬二就キ53、ソノ死亡ハ14.4^

ニ及ベリト云フ。

腸｢チフス｣罹患率が兵員１萬二就キ46、細菌性

赤痢二於テ兵員１萬二對シ61ナル敷字ト比較

シ何等遜色アルモノニ非ずルナリ。今這般ノ支

那事髪二際シ、ソノ本邦二於テ如何ナリヤノヽ軍

事二鴎シ、¬ｌｔノが全般ヲ･知ランコトハ妙クトモ

今ソノ時期二非デル可シ。而シテ余等モ亦之一

就キテハ殆ンド爽り知ル所ナキナリ。唯近時是

等ノモノヽ何分ノ１カヲ職責上取扱・ヽシメラレ

タル開係上ソノ調査セル所二就キ開係局ノ許可

ラ得テ茲二之ヲ･報告シ、江湖ノ認識テ深ノ･ント

欲ス。

統計成績

　　

第１項本文二採用セル結核ノ分類

結核性疾患ノ分類二就テノヽ在来或ハ免疫學的乃

至病理學的方面ヨリ、或ハ臨休的所見上ヨリ多

クノ學者二依リテ論議セラレタル所ナリ。本文

二於テノヽ主トシテ臨休的所見こーヨル分類二依ル

コトトナシ、而モ必ズ数同二渉リテ「レントゲ

ン」所見ヲ參考スル事トナセリ。同ジク臨休所

見二依ル分類トテモ亦種。々アリ、、殊二肺結核ノ

如キハ甚グ複雑ナリトス。而モ経過久シキニ渉

レバ甲型ヨリ乙型二移行スルコト往々之有ル可

シ。＝ヨリ詳細二記載センコトコソ望マシキニア

リト雖モ、例数寡キニ失スレバ意味テナサズ。

於鉉著者等ノヽ大醒次ノ如キ分類テ探用スルコト

トナセリ､。之二就キ著者等ノ「目安」トナシタル

所ラ馥ｙ記載スルコトヲ以テ重要ナル義務トナ

ス。倚被検患者ハ罹患後二月鈴ヲ経、本所二牧

容後モ多ク､ハ敷ケ月ノ観察下ニアリタルト、ソ

ノ備後二對シテ臨休家タル著者等ノ経験サ以テ

判断セシ所ヲ以テ補ヒタルコトユ依リ、患者一

般ノ病勢子知ル上ペ

　

ソノ他ノ場合二於ケルヨ

リモ、多少ヨリ多ク信テ置クニ足ルト知ル可シ。

1．

　

肺尖加答見、本名ノ下二偏側肺炎部二疏明

セラレシ禰蔓性叉絹数細鮎状ノ聚合性陰影テ認

セルモノ、及ビ孤立性叉・ヽ多在性ノ鋭利ナル小

石灰化像テ呈セルモノヲ之二属セシム。

所謂前者。・ヽ略tAschoff, Puhl J初晋病竃二該
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言スルモノデアリ、後者ハＳｉｍｏｎノ韓移竃ト

モ柵ス可キモノーシテ、事賓二於テ良好ナル経

過ヲ採リタルモノ、叉ハ恐ク然ル可シト目サル

ルモノナリトス。

２．

　

肺尖浸潤、前述ノ項目一入ル可クシテ尚比

較的新鮮ナル病竃、若シクハ容易二限い終隠ノ

傾向テ認ｙずルモノ､ハ俣二之ヲ匯別シテ肺炎浸

潤ト呼べ｀リ。

j3．

　

肺門結核、肺門部淋巴腺腫脹テ認ムルカ、

肺門部陰影ノ梢ｌ措大シテ所謂Holzknecht,

Ｒａｕｍヲ認メ得ずルガ如キモノ、ザリトテ之テ

中心トシテ宛モ備後不良ラ思｡ハシムルガ如キ浸

潤ノ晋展テ認ノ･ザルモノサ總括シテ之二喝セシ

ムｏ

４．

　

気管枝周開炎、肺尖部ト肺門ヲ連タル索状

像ラ有セルモノヽ謂ヒナリ。之モ亦一側性ニシ

テ若シ南側性ノモノ｡ハ多クハ之ト共二他ノ一側

二蜂案性皺襲ヲ･認ノ･タリ。而シテ斯ノ如キダヽ治

癒二傾ケル陳奮ナル措殖性結核ト見倣シテ後述

肺浸潤ノ部二属セシｙタリ。打診聴診上モ良化

ナキガ叉ノヽ鎗利ナル気管枝昔ヲ聴取スルラ常ト

スｏ

５．

　

肺底加答見、此モノノヽ多ク結核性ナルベシ

　

ト解セラレル。本統計デハ１例シカ之二遭遇セ

　

ズ。右肺底部二於テ小ナル無響性囃昔ヲ聴診セ

　

ルモ、「レントゲン」寫兵上同側ノ肺門陰影梢ｌ

増大セルヲ認ノ･タル外著良ナシ。一般二斯ノ如

キモノモ亦備後佳良ナリ。

６．

　

肺浸潤、本項ニハ所謂鎖骨下初号病竃ノ凡

テノ型ノモノ、Rnndschatten卜柵スル團塊病竃、

肺門テ中心トセルPorifokaりEpituberkulose

　

トモ柵セラルヽモノ、肺尖ト肺門ヲ･連ネタル形

式二於テ肺尖二近ク細葉性結降吐結核病峻九忍

ノ･シムルモノ等比較的初期病憂二垢シ、肺ノ一

部二限局セル病竃ヲ･認ノシムルモノー切總括シ

テ之二入ル。

７．肺結核、病竃ノ数ケ所二散flセルモノ、肺

炎性惨出性漿化テ呈セルモノ、凡テ浸潤1ヽ云フ

ヨリノヽ病期ノ進ミタルモノテ一括シテ之二凪セ

【第18巻

　

シム。Zirrhotischナル病良二局セルモノト雖

　

モ亦之二包含セシｙタ。而モ全身状態著シク不

　

良、中毒症状ヲ思ハシムルモノ多分二存スルニ

　

至1ノバ、

　

８．

　

肺瘍トシテ仮二之テ爾締ノモノト匯別シテ

　

考察ヲ･進ノ･タリ。

　

９．

　

肋膜炎、之二就テペ

　

ケレドモ、唯一見肋膜炎ノ如クシテ既二肺浸潤

　

ヲ･明瞭二認ムルモノ等ダヽ無論肺浸潤乃至肺結核

　

二属センｊタリ。叉肋膜炎ノ甚ダ多クノ場合二

　

認ノラルヽ軽度ノ腸間膜淋巴腺炎ノ如キモノノヽ

　

仮令之ヲ･認ムルモ肋膜炎トシテ之ヲ取扱ヘリ。

　

之一反シテ肋膜炎トシテノ症状、ヽ殆ンド゛終焙セ

　

リト考ヘラルヽニ不拘腸開膜淋巴腺ノ腫脹、歴

　

痛等有ル場合二於テ｡ハ、

　

10．腸間膜淋巴腺炎トシテ之テ取扱ヒタリ。

　

11．脊椎｢カリコニ･ス｣。

　

12．頚腺、映高腺腫脹二砺セシノラレタルモノ

　

ー・ヽ他二胸部、腹部ノ愛化ヲ甚シク認ｙ得ザリシ

　

モノニテ、斯ノ如キモノヲ件ヘバ寧口胸部、腹

　

部ノ何レカノ疾患ラ主膿ト見テ之二局セい'

　

孔其他結核性脳膜炎、腸結核ノ如キ重要ナル

　

項目テ書キ洩セルガ如キモ、是等ノモノヽ凡テ

　

ノ例ハ進行セル肺結核テ件ヒタルモノーシテ、

　

肺結核若シクダヽ肺瘍ノ中二入レシノ･ラレタルコ

　

トヲ特二付記フ、。

　

更二叉肺結核ノ所謂血行撒布型二開シテー言セ

　

ル二本文ニダヽ特ニこグ分類セザリキ。所謂新鮮

　

ナル粟粒結核症ノ如キハ寧口頗ル稀ニシカ遭遇

　

セザリシモノヽ如ク、之療養所二収容セラレタル

　

時期が該常セザリシ者ナル可シ。斯ノ如キェ開シ

　

テハ将康二於テ欄ルヽ機介モ有ル事アルペ｀シ。

　　　　　　　

第２項

　

成績ノ判定

　

後述百分率二差違ヲ･認ｙタルモノハ凡テソノ差

’違が誤差範園外二在リテ充分ナル意義ザ付シ得

　

ルヤ否ヤエ就キ逐一検討ソ、ﾉﾚ所アリタリ。乃

　

チ百分率差が牛均誤差.ｖ/而置石瓦戸(但ml＝

　

A 'a(100-a)、m2＝｀/b(100‾り)、ａ,bハ夫。々

　　　

ni

　　　　　　　　　　　　　　　

ｎ2
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ノ對比ス・ヽごキ阜、(nj，n2ノ･ヽ夫カノ率ラ得タル例

散)ノ３倍ヲ超エタル時二始ノ･テ有意義ナリト

セリ。

　　　　　　　

第３項

　

調査材料

昭和14年度二於テ本所ニテ取扱ヘル傷痍軍人

ノ散400名テ超エタルモ、ソノ中確賓二結核性

疾患二垢セルモノ、几ビ調査二違漏ナカリシモ

j 397名二就キ調査ヲ･進ノタリ。上記分順二従

ヘル各項ノ該常人員次ノ如シ(第１表參照)。

狗本表ニハ斯ノ如ク梢ｌ詳細二之尹分類セルモ

本報告二於ケルガ如キ調査窯ニテハ必ズシモソ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●
ノ意義ヲ見出フヽコト容易二非ズ、著者等ハ更二

之テ簡易化シ下記各ﾉ夫二於ケルガ如ク拾種目ト

ナシテ比較調査ノ歩ヲ･進ノタリ。。乃チ、肺尖加

答見モ肺尖浸潤モ之テ一括シテ肺尖浸潤トナ

シ、肋膜炎二開係フ、ルモノー・ヽ凡テ肋膜炎トシテ

一括シ、腸間膜淋巴腺結核、腹膜炎、肋腹膜炎

ノヽ便宜上之テ腹膜炎トシテ記T祓セリ、、倚以下各

表二於テソノ總敬必ズシモ397名二充タサルモ

ノアルハ調査條項二依リテ寧口之テ除外スルテ

適常ト認ノタル１ノアリタルト、調査洩レアリ

タルトこ條レリ。

　　　　　　　

第

　　　

１

　　　

表

病　　　　名 例徹 病　　　　名犬例敷

肺尖加答兄 ３ 右側肋膜炎
温性､雍著性

41

肺　尖　浸　潤 29
左側肋膜炎
湯性､癒著性

34

肺　門　結　核 1･1 陽刻肋膜炎 ３

気管枝周関数 ６ 腸間膜淋巴腺結核 Ｈ

肺底部加答兌 １ 腹　　膜　　炎 ８

肺　　浸　　潤 53 肋　腹　膜　呉１　５

肺　　結　　核 120 脊椎「力･?J-.ス川　８

肺　　　　蜷 17 頚部淋巴腺結核 ３

肋膜炎経渦 ８　１腰高淋巴腺結核 ３

　

第４項服務地別二依ル結核疾患登現様態

被検罹患者が支那二於テ戦地勤務二服セル1ヽ内

地ニt -i・リタルトユ依リテ結核性疾患が如何二

異リタル登現様態列采レルカテ5ニとンガ狐二第２

表ヲ作製セリ。
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本表二於テ甚グ明瞭ナル事荏ハ戦地患者ニアリ

テ肺結核症ノ進行セルモノ著シク多キコトこナ

リ。乃チ戦地患者ノ肺結核症二属犬ルモy43.8

χニ比シ、内地患者y22.5クレハ前者ノポ数二過

ギズ。本例叙サ基礎トシテ按ズルエーソノ差違ノヽ

充分二誤差圏外二存フ、。内地患者ノ肺門結核1ヽ

モ柵フヽ可キモノ、戦地患者ノ幾暦倍カ多キノヽ前

記戦地患者二於テ肺結核ノ著シク進展セ･・ト正

二對諺的開係テ示ソヽモノニシテ、勤務、還境ノ

如何が如何二多ク結核テ重カラシｙタルカヲ明

瞭二物語ルモノトナス。

　　　　

第２表

　

服務地別二依ﾉ1／分類表

　　　　　地
　　　、　方

病　　　｀　　別
　名

戟　　　地 内　　　地

例殼百分率､例敷 百分率

肺　尖　浸　潤 15 ７．７ 16 ８．８

肺　門　結　核 ８ 4:.1 32 17.6

載管枝周回炎 ３ １．５ ３ １．６

肺底部加答兄 ０ １

肺　　浸　　潤 22 11.3 28 15.4

肺　　結　　核 85 4:3.8 41 22.5

肋　　膜　　呉 40 20.6 41 22.5

腹　　膜　　炎 13 ６．７ 14 ７．７

抒権「カリエ」ス」 ４ ２．１ ４ ２．２

論賛y淋巴腺結核 ４ ２．１ ２

ａ　　　　　　計 194 100 182 100

　　

第５項

　

兵役別二依ル結核疾患護現様態

第３表ハ兵役別二依リテ如何二結核ノ進展度テ

異ニフ、ルヤテ示セリ。乃チ後備役二於テ肺結核

症二属セシム可キモノ甚タ侈ク、之ト反對二或

・ヽ肺門結核、或ハ肋膜炎ト云フりトごい､レモノ

現役、後備役者二比シテ甚タ勺キチ知ル。

然ルニ茲二留意フ、可キ１項アリ。夫ハ牧容セラ

レタル後備役者ノ大部分が戦地二於テ活躍セル

モノナリシコトニシテ、此處二表ノ｀ゝ!ノタル百分

率ノ相違ダヽ或ハ勤務地ノ如何ニノミ鶏リカヽレ

ルヤモ測り難キナリ。

茲二於テ更ｙテ各兵役者二於勺

慮スルノ必要サ生ジ、第４表テ作製セリ。

本表二依ル時ノヽ前記ノ考慮ヲナスモ尚後備役者
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第３表

　

兵役勝二依ル分類表

二九　補充兵役 現　　　　役 慄　備　役 後　備　役

‰宋ぐ）ｔ 百分半 例　撒 百分率 例　敷 百分率 例　撒 百分率

肺尖浸潤｜　15 8.3　1 10 ８．１ ４ ７．５ ２ ６．５

肺　門　結　核 20 11.1 16 13.0 ４ ７．５ １ ３．２

気管枝周回炎 ２ １．１ ２ １．６ ２ ３．８ ０

肺底部加答兄 ０ １ ０ ０

肺　　浸　　潤 24 13.3 19 15.4 ５ ９．４ ２ ６．５

肺　　結　　核 67 37.2 29 23.6 17 32,0 20 64.5

肋　膜　副　33 18.3 32 26.0 14 26.4 ５ 16.1

腹　　膜　　炎 12 ６．７ ９ ７．３ ５ ９．４ １ ３．２

脊椎「カリエ」ｽ」 ４ ２．２ ２ １．６ ２ ３．８ ０

詣jF淋巴腺結核 ３ －　１．７ ３ ２．４ ０ ０

合　　　　　計 180 100 123　　I 100 53　　J　100 31 100

第４表

　

兵役及ビ服務地別分類表

兵　　　　　役 補　充　呉　役 現　　　　役 堡　備　役 後　　備　　役

戦地及内地 内　地 戟　地　内　地 戮　地 内　地 瑕　地 内　地 戦　地

　　　例敬百分率

病名

例

斂

百

分
率

例丿百
　　分
敷　率

例

敬

百

分
率

例

敷

百

分
率

例　百

。諜

例

敬

百

分
率

例

撒

百
分
率

例

敬

百
分
率

肺　尖　浸　潤 ９ ６ １　７ １　３ ｜
１

ｊ　４ ２ ７．ｊ

肺　門　結　核 16

　1

17.4 ４ ４．６15 18.8¦　1 ２．６ １ ３ １ 3.6

載管枝周回炎 １ ２ ２

肺鹿部加答兄 １
１１１

肺　　浸　　潤 12 13.0 11 12.7 11 13.81　8 21.11
　　　　1　　　　・

５ １ １

肺　　結　　核 27 29.1 40 46.0 12 15.0 14 36.8 １ 14 30.4 19 67.7

肋　　膜　　炎 16 17.4 17 19.5 23 28.81　7 18.5 ２ 11 １ ４

腹　　膜　　炎 ７ ５ ７ ２ ６ １

脊椎「カリエ」ス」 ３ １ １ １ １

昌Ｄｅｎ １ ２ １ ２

計　　　i 92 lOOi 87 i 1(10 80 ! lOO' 38 100 ４ 100 46 100 ２ 100 28 100

ﾉヽ断然トシテ重症結核ヲ多ク出セルコト明カエ

　　

結核症ノ重症化セルノ･ヽ恐ラク事賓ナルベシ。

シテ、コノヽ寧口年齢的醵質的要約二基クモノト

　　

叉肋膜炎二於テ31歳－40歳ノモ11．9％ノヽ26

云ノヽズンバ非ズ。ソノ然ル所以ハ第６項ニテ之

　　

歳－30歳ノ35．2％ニ比シ、確賓二低数ナリ。叉

ヲ示ス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

肺門結核二於ケル31歳－40歳ノ2．4χダヽ21歳

　　

第６項

　

年齢別二依ル結核疾患護現様態

　　　

－25歳ノ11．7％ニ比シ甚シク低ク、例数サヘ今

次二年齢的二之テ取扱ヘルモノヲ第５表トス。

　　

少シク多カリセバ統計畢的トモ充分ナル意義ヲ

本表ニョリテ按ズルニ、例ヘバ肺結核ノ項二於

　　

見出シ得ベシト思考セラル。

テ21歳－25歳ノモノヽ29,1%ト、31歳－40歳

　　

年齢別二依ル斯ル差違果シテ認。･･ラルヽトセパ

ノモノニ於ケル57．1χトノ差違ノ'ヽ明カニ誤差

　　

恐ラク次ノ事由ノ何レカニ依ル可シ。乃チ本来

ノ範園サ脱セリ。年齢ノ進ｊルモノ程急激二肺

　　

年齢若シク刈
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第５表

　

年齢別二依ﾉ1／分類表

宋、、　年

　｀へ　齢

病
名　

尚＼｀

18歳→20歳 21歳→25歳 26歳→30歳 31歳→40歳

ヽ例　徴　百分率　例　敷 百分率 例　撒 百分率 例　斂 百分率

肺　尖　浸　潤 O　　　　　　　　j‘22　　１　9.5 ７ ６．１　１　　３ ７．１

肺　門　結　核 １ 27 11.7 12 10.4 １ ２．４

気管枝周回炎 Ｏ　　　　　　　」　４ ２ ０

肺底部加答兄 Ｏ　Ｉ １ ０ ０

肺　　浸　　潤 ０ 36 15.5 12 10.4 ５ 11.9

肺　　結　　核 ３ 67 28.9 43 37.4 24 57.1

肋　　膜　　炎 ４ 50 48 23.5 29 35.2 ５ 11.9

腹　　膜　　炎 ０ 18 ７．７ ７ ６．１ ２

脊椎「カリエ.ス」 ０ ５ ３ ０

尉け琳巴腺結核 ０ ４ ０ ２

合　　　　　計 ８ 100 232 100 115 100 4.2 100
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幻レカ、乃至免疫孵質的二結核が個醇ラ侵襲セ

　　

ノ別ラ定ノ･勤務セシム。乃チ本表二於テ何等カ

ル場合Schubweiseニ斯ル経過ヲ探ル可ク除儀

　　

ノ差違テ見出シ得lノバ、或ハ膿質的要約二依ル

ナクサルヽコトヲ示フ、モノナリ。一般二臨休上

　　

影響子知り得可ケン歎。

ﾉ従来ノ常識乃至経験二依り年齢進ンデ顕著ナ

　　

乃チ表二就キテ按ズルニ、之ヲ詳細二検スレバ

ル罹病様態テ呈スルモノ寧口寡キノ事賓二郎ソ、

　

各兵種二於テ種々ノ特徴テ見出シ得ルガ如キ

レバ寧口後者ノ具ナルヲ思ノヽシメル。

　　　　　　

モ、何レモ例敬不充分ニシテ、百分率ノ差違ダヽ

　

第７項

　

兵種別二依ル結核疾患登現様態。

　

誤差ノ範関ヲ脱フ､ルコト能ハズ、之テ将家ノ研

次二兵種別ニョリ結核疾患ノ登現様態ラ第６表

　　

究二委ネズンバアラザルナ几唯弼ヒテ著シキ

ー∃リテ窺ハントセ几

　　　　　　　　　　　　　

特徴テ求ムレバ、砲兵二於テ肺門結核型トモ将

軍二於テハ筋骨馥達ノ度其他ニョリテ橡ノ兵種

　　

ス可キモノ比較的多ク、肋膜炎患者寡キコトナ

　　　　　　　　　　　　　　　　

第６表

　

兵種別二依ル分類表

大奥４

病√二､、

歩　　　呉 幅　重　兵 砲　　　呉 衛　生　呉 騎　　　兵

例徴 百分ｿﾞ例徴 百分率 例敷石分串例敷百分率 例敷 百分率

　H.ﾄﾞ

　118

肺　尖　浸　潤　，20 10.9 ｉ ３　Ｊ　３．０３ ７．０ ２

肺　門　結　核 20 10.9 ６ 6.0 11 25.5 １ ４．８ ２

載雪枝周回呉　　３ １ １ １ ｉ

ｙ１

肺鹿部加答見
ｉ

１　１
１

　　　　　　　　　　　９
　　　　　　　　　　　１｜

-５．９肺　　浸　　潤　i　26 14.1 11　　1　11.0 ７ 16':;　i　　　2 ９,５ １

肺　　結　　核　1　62 33.7 39 39.0 13 30.2 ５ 23 8 ４ 23.5

肋　　膜　　炎　1　38 20.7 28 28.0 ４ ９．３ ８ 38.1 ５ 29.4

腹　　膜　　炎 ９ ４．９ ９ ９．０ ２ ２ 9.5 ３ 17.7

脊椎「カ17 」ﾆｰ」スＪ ３ ｌ　ｌ Ｔ１　１　｀　　　　　　２　　　９．５　ｊ

簒要T淋巴腺結核ニ　３ １ １ １ｉ

ｌ

184 100 100　，100 ↓3　j　100 ，!　j1　,100 17　1　100

リ。他日例敬ノ多キテ得テ明カユ篤シ得可シ。

　

第８項

　

職業別ニヨル結核疾患登現様態

牧容傷痍軍人ハ将校僅カニ雨３名、下士官若干

名、他ハ漑ネ兵士ニテ而モ唐召者ニシテ平素各
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第７表職業別二依ル分類表

二‰

病　　ぺ別　名　　犬

農　　　業 商　店　ａ官公吏、學生
命社員､、肘侶

工員、職人
筋　肉
努働者

無　職

例敬百分水例徴1頁分率 例敬 頁分率

－－　７．３

例敷百分率 例斂 例　徽

肺　尖　浸　潤 ５ ５．６ ７ 7.2　５ 15 13.5

肺　門　結　核 ９ 10.1 ９　１　９．２10 1 12.5 10 ７．７ ３

載管枝周回灸 ２　Ｊ　　　　　　４‘ ０

肺底部加答見 Ｏ・ｌ　　　ｌ　ｏ １ ２

肺　　浸　　潤 11 12.3 11 11.2 11 15.3 17 14.5 １ ８

肺　　結　　核 32 36.0 37 37.8 21 30.4 36 31.6 ３ １

肋　　膜　　炎 20 22.5 24 24.5 13 18.8 27 23.4 １ ２

腹　　膜　　炎 ６ ６．７ ４ ７ 9.7 ８ ６．８

脊椎「カリ」-フ､」 ５ ５．６ ２ ０ 犬1

訟斐jﾄ淋巴腺結核 １ ２ １ ２

介　　　　　計 89 100 98 100 72 100 117 100 ５ １６

種各様ノ職業二従事ス。今調査二依ツテ逐一之

テ明カユナセリト雖モ、各職業別ニスレバ該常

人員甚グ少敷ニシテ比較スルモ意義甚グ砂シ。

茲ニハ暇ニこヲ表掲ノ如キ６種別トナシテ考察

ヲ試し

能ハズ、召集前ノ職業ハ罹患セル結核進展ノ度

二甚グシキ影響サ及ボサヂル事テ知り得タリ。

勿論常識トシテモ個カノ職業ニトリテ罹患傾向

ノ甚グ濃密ナル物モ大４ニ存ス可ク、罹病察デ

ハ種カ特徴アル可シト雖モ、罹患ノ様態ニハ著

撥ナキモノト思考ソ､。

　

第９項

　

出身地別二依ル結核疾患登現様態

被検傷痍軍人ハ慨ネ石川、富山、禰井、三邸下

出身二局フヽ。石川最モ多ク、富山こ二次ギ、禰

井最モ紗シ。詳細ナル調査表ニョリテ瓢別二登

病腿'態ノ差違ヲ按ズルモ著愛ナシ。市、町、村

別二部メ得タルモノヲ第８表トナス。

村出身者ニハ肺尖浸潤比較的寡ク、却テ肺浸潤

ノ梢ｌ多キ傾向ヲ･認ムルガ如ク、著シク進展セ

ル肺結核ノ項二入ルモノハ出身地ヲ不問、同卒

ヲ刀でス。

由来農村二於テハ邱市二於ケルヨリモ結核性疾

患浸襲ノ度比較的寡キハーントー氏反恚陽性卒

ノ差違アルコ1・ニョリテこヲ示サル。本地方二

於テモ此状態二於テ他ト異ルモノア片二非ぺ

【第18巻

^^)ﾚ場合特二経過ヲ促進セシ八延イテ,ハ恐ラ

ク顕著ナル登病ヲ･醸シ出スモノヽ如ク受エラ

ル。叉若シ然りトセバ新タナル感染が軍陣二入

リテモ兵轡ノ内叉ダヽ外-ﾆｰﾃ引槙キ多キカ寡キカ

行ノヽレ居ル事貨ヲ裏書スルモノナル可シ。

　　　　

第８表

　

出身地別二依ル分類表

宋　　地　　　城√仏

　名　　　　　へ、

市 町 村

例敷
百分

率
一一一15.7

例斂
百分
率

例撒
百分

率

肺　尖　浸　潤 13 ９ 10.8　10 ４．３

肺　門　結　核 10 12.0 ８ ９．６ 23 ９．９

気管枝周回炎 ２
ｉ
２．４ ０ ４ １．７

肺底部加汐見 ０ ０ １ ０．４

肺　　浸　　潤 ９ 10.8 ６ ７．２ 38 16.5

肺　　結　　核 26 31.4 32 38.6 79 34.2

肋　　膜　　炎 14 16.9 20 24.1 52 22.4

腹　　膜　　炎 ５ ６．０ ４ 4.8　18 ７．７
-
２．２仔権「カリエス」 １ 1.2 2‘2.4ﾝ　　５

訟斐}淋巴腺結核 ３ ３．６　　　　　（¦2 i 2.4　　１ ０．４

合　　　　　　計 83 100 83J00 231 10い

　

第10項

　

家族歴及既往歴二於ケル結核性

　　

疾患有無ノ結核登現様態二及ボス影響

本人ノ家族二結核疾患者アリシヤ否ヤニ依リテ
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第９表

　

家族歴及既往歴別分類表

二　　家族眼

病　｀＼x賎社歴

家　　　　族　　　　歴

　　　　Ｗ　　-「　　　　-←　　-=皿　-j¶--･-　　　--

　　　　　　　　　　　「　　有　　　　ｌ　　　無

　　　　賎　　　　　往　　　　　歴

　　　　　㎜　　　　　■a〃w--一一　ww㎜===〃=

　　　　　有　　　　　　　無

例　敷ｉ百分率　例　敏1百分冊１＼ニレ9目む 百分率！例　撒 頁分串

肺尖浸潤１　７　U.2　　２５　１　7..i　６　１　９．ど， Z6　　　　7.8

肺　門　結　核 7　　　’　13.2　　1　　　34 ９．９ ６ 9.2　’　35　1　10.5

気管枝周回炎
　１一一　０

，　　５ １．４ ０ ６ １．８

肺底部加答兄 １ ０ １　　１　１

諌　　浸　　潤 ５ ９．４　　　卜;
　　　ｌ

14.0 12 18.5 11　　　1右３

肺　　結　　核 23 13.4　　　11↓ 33.2 26　1　40.0　1　111　:　3:ﾆl.5

肋　　膜　　呉 7　1　13.2　１　　79 23.0 11 16.9 75　　１　21.1

腹　　膜　　炎 ２ 3.8　1　25 ７．３ ２ レ　　25　　　・　　7.5

脊椎「ヵ･にlこﾌ､」 ・　１
｜　　　。　　　　ｙ ２．０ １

　　　　７　　１　　２．１
　　　　　‥-　－　　　　一一一

　　　　５　　　　　１．５

｜晶ﾄ回心 ０ 　　　:　　6

100　　:lit.

１．７ １

合　　　　　　計1　53 100 65 100　1　332　　　　100

之ｦ比較セルモノヲ第９表トナフ､。同表､-ﾉヽ叉

本人が嘗テ結核性疾患二罹患セリヤ溥ヤニョル

比較成績リモ合セ掲ゲタリ。

雨者共二所謂漿液膜結核二於テ相営著シキ差違

アルガ如キモ、何分例叙で足セル結果、将シテ

漠差範園ヲ･脱セｊ，ヤ否ヤ‰レヽシキモノアリ、後

来ノ研究二俣ツ可キモノトナヘ

私表二於テ尚注｢17、可キtl存≒

　

たハ患行ノ選

障が任意二行・ヽレタルニ不拘、家族二嘗テ結核

li疾患二什レタモノラ出サザリシ者、位二本人

ノ既往二於テ結核性疾患テ維過セリト促工ずル

モノ甚グ多敷二存シタルコトナリ。是ノヽ徴兵址

二召集二於テ強健ナル者ノ専ラ合格スル常然ノ

防果ナリトノヽ云へ、特病者が必ズシモ見掛二於

テ彊健ナリシ者ニILべ・ラズしテ、全ク斯ノ如キ

事ト無開係ニヽモ殺生シテ居ルコトヲ明示セルモ

ノナリ。

旧｡シ既往症ノアリタ几モノト、ナカリシモノト

ノ何レニ於テョリ多ク特病セルヤ八本所ノ調査

ノミーテハ浴二知ル能ノヽデルコトサ諒トス・ヽご

シｏ

　　　　　

第11項

　

誘因二就テ

終リェ被検者ノ問診二依リ、鍵病ノ直接ノ誘因

719

トナリタルモノヲ･集メ、之が百分率ヲ･出セルモ

ノタ第10ムトナフ､。

感冒乃至上気道炎ト柵ﾆﾉヽノりモノ、址二特二誘因

ヲ･畢ゲ得ずリシモノ最モ多ク、甚グシク疲勢シ

居レリト云フモノこ二次ギテ多カリシモ、傅染

性疾圭二柏託セルモノモ亦可成りニ存セリ。就

中「べ’ラリヤ」症ヲ晨モ多シトナフヽ。「チフス、ワ

クチン」注射後摘碓セラレタルモノアルガ如キ

モ注目九程クモノナリト≒

外傷二緬特セルモノニ於テハ胸部打撲ヲ最モ多

シlヽスルモ、直接戦傷乃チ胸部貫通銃創二依り

或ハ肺浸潤、或ハ結核性肋膜炎テ惹起セルモノ

モ少倣乍ラ存セリ。是等ノモノト云ヒ、叉傅染

性疾患二紬哭セルモノト云ヒ、戦地こ行カデリ

セバ恐ラク斜病モ多分ニセサ｀リシモノナル可キ

=］トテ最モ率直二物語レリ。

然レ共繰返シこヂ号察スレバ斯ル特定ノ原因ハ

寧口寡ヤシテソノミ;クノモノダヽ過勢、乃至感冒

ト云ヘルガ如キ一般的回因二依ツテハ混一二誘託

セうレ

　

’

　　　

ゝ 叉こが鎬二重症トナリタ.ｔ-=ｅノエシ

テ、如何ここ比較的容易う誘鍵セシノラレ得・ヽごキ

結核的素因サ訓ソ町シ回レルヤテ思ハシムルご1

ト切ナ４モノアリ。
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第10表誘因二依ル分類表

【第1S巻

　　　　原

　　　　　　因
病

　　　名　＼＼

傅染病ト関聯セルモｚ 柴　養 外　　　　　傷

－　　｜彫上

ヲ　気
認偏

こ）

感

冒

過

勢

肺

炎

チ

フ

ス

チク
フチ

jｽｙ

　｀注

ヮ射

赤１急，轟ママ

　　　’憬　－　　性　応１７

　　腸巡　り

痢　炎　炎　ャ

脚　峡

　ｌ
気　食

胸｜胸

部　銘

打　戦

捷　傷

腹

部

戦

傷

上
博
骨

骨
折

足

部

外

傷

肺尖浸潤，４ リ ３１　　１　１　１ ， 　 　 　 ｜
　 　 　 　 　 　 　 ｜

５ ｉ

肺　門　結　核 ５ １ ６ ３ Ｕ　　１　２ ，　１・
Ｉ　　　Ｉ ぐ机 １

ゝ

気管枝周回炎 ２ 　　　　　　　！　　　ｉ　　　ｌ
１　１　　ｉ　　　　　　　　　，

肺底部加答兄， ｉ

９

　 　 　 　 　 　 　 ｜

｜

｜

｜

肺　浸　潤ﾚ13 ２ ９ ８ ｉ　　　１１ ２． １ １ １

肺　結　核:25 ９ 32 19 １ １１　２ ３１ ７　２ ６ １１

肋　膜　炎上13
●

1y ６ Ｌ　　ｉ　ｌ １ ７ １
ｉ

｜

腹　膜　炎１３ ２ ５ ３ ３ｉ　　， １ 卜　１ １ １
ｌ

ｌ

１

脊椎「カリエス」 １ １ ２ Ｌ
｜

１
ｉ

　　　　　　　１　　　　　　　１

ｉ　　　　ｌ
１　　　　１

昌ﾄ回,皿 １ １ １
　 　 　 　 　 Ｉ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｉ

｜ 　 　 　 　

｜

ハ１
｜

ｉ

計 65 15　j　69 47 1　5　　’4 ５　２，Ｅ　１ 13 ５づ 21 ２ １ １ １

％　　　　　四

　　　　　　六

五

七

一

=亀

　●．
／｀ゝ

一
一

－

七

八

Ｉ　　　　！

Ｉ　　　　Ｉ

　　ｉ　　！

　　ｉ　　　・四・　ｉ

九

八

.-ゝ　’

　　　　１

　　　　１

　　　　１
●

　　　　１

概

　　

括

兵團二於ケル結核性疾患ノ殺生が新タナル感染

二依ルヤ、若シクノヽ一旦紅過セル結核再ビ誘貨

セラノレルコトこヨルモノナリヤこ14Mシテハ、今

日ノ見解二従ヘバ一部二於テ新タニ感染スルモ

ノヲ全ク除外シ得ズトナフヽモ、ソノ慨ネノ場合

が内部ヨリ誘碓セラレタルモノニ鴎フヽルモノト

解セラル。今此大イナル問題こ開シテハ如上ノ

成績ヨリ支持ヲ･典フ可キ有カナルモノテ見出フ、

コトノヽ困難ナレドモ、同ジク集團生活ヲ営ノル

兵役服務者が燭り戦地服務者二於テ甚タT多ク重

症経過ク採レルコト、叉誘因トモナレルモノノ

中二傅染性疾患二罹患スルニ非レバ、乃至戦傷

ザ受クルニ非レバ恐ラク殺病セデリシモノアリ

タル等ノ事盲ハ側面ヨリ結核ノ誘貨ト云フニ若

干ノ根嫁ヲ付スルモノト解セザルテ得ズ､、

叉ソノ何レナルニセヨ戦闘參加ト云フ激務が種

々ナル素因テ蔽ヒテ結核症ヲ重症タラシノ･タル

コトエ開シテ｡八一般開係者ノ親ル所ト一致スル

所ナレ共、本調査ヲ終了シテ新タエ事撥開係者

ノ結核罹患二就キ韓タ同情テ禁ゼヂルモノアル

ヲ'､唇ハシム。

軍除こ於テ八本来彊健ナル男子ノ徴兵合格テ見

ルノｌ元ヨリナリト雖モ、嘗テ結核性疾患テ経過

シテ常時健康ナルモノモ存ス・ヽごシ、叉結核感染

ノ恐レ濃厚ナル周関二生活セルモノモ幾多存ス

ｇシ。然?レニ今上記二依リテ斯ル家族歴、既往

症ヲ有セヂルモノニモ、否却ツテ多ク負病者ヲ

出セルコト升

が寡カリセバ、址八一見強健二見ユルモ我國民

雁二浸透シテ結核感染が行ハレ、而モ甚グ軽ク

経過シテ白畳症ラ有セずル醵ノモノ頗ル多ク、

斯ノ如キモｚが事受參加ト云フ過激ナル身罷的

努務二依り容易ニソノ懐タルニ爆薬鮎火セシメ

ラレタルモノナル可シ。而シテ一旦罹病スt／バ

其處一多キカ応キカ素因的ニソノ経過ヲシテ若

干特徴アルヲ･認メシム。上記事受參加後備役者
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が他ノ若年者ヨリモ明白二多キ孝二於テ重症ナ

肺結核二垢シタリシガ如キコトこナリ。叉兵種

別ニテモ若干ノ相違ヲ見出シ得べ｀キガ如シ。今

日確症ヲ得ズト雖モ市町村別ニモ亦幾許カノズ

違存セリ。

今斯クモ邦人間二浸透セル結核症ヲｊ

隔離二依リテ感染源ヲ･絹ツ・ヽごキコト最モ緊要事

二垢スト云ヒ條、以面殼病ヲ･容易ナラシｙ、重

々経過ヲ助長ス可キ諸因ヲ･防過シテ新タナル感

染源ヲ誘起七シノデランコトラ期セデル可ラ

721

ズ。斯ル素因トシテ先天的慌質上ノ要約タラン

ニハ一朝ニシテ之ヲ改善セシコト容易二望ム可

クモ非ズ。然レ共若シ後天的ノ膿質的要約、環

境、乃至免疫學的原因等二起因スルトセバ大・1

ニ範會衛生的ニ、叉學術的二号慮シテ功ラ畢ゲ

得・ヽごキ理ナリ。此鮎二於テも調査二現レタル所

末グ必ズシモ多クヲ云フ能バスト雖モ、尚鼎来

之テ補足スルト共ニ、こニ類フヽル他ノ諸研究二

依ル結果ト照噫フヽレバ種々示唆多キモノヲ･典フ

ルニ」トアルベシ。

結

　　

尾

1。

　

本統計ニアタリテ。・ヽ常療養所二入所七ル今

事受傷痍軍人二就キ結核性疾患ノ罹患様態拉ニ

ソノ一二誘因調査ザ行ヘリ。

1.

　

出征シテ苦難ヲ･嘗ｙタル兵士ノ肺結核症ハ

然ラがルモノー比シ這カユ･多敬重症ナルモノユ

属セリ､、

1．

　

誘因トシテ最モ多キハ過勢、感冒が畢ゲラ

レ、叉別シテ因テ認ｙ得ずリシモノモ頗－多

シ。傅染病二絹貨セルモノ、戦傷、外傷が之ヲ

誘殼セル場合叉之二次ギ若干存セリ。

1．

　

罹患者ノ甚グ多敬二於テ家族歴ニモ既往歴

-ﾆ=-ﾓ結核¦ヽ開聯ア･りヽ認､･‘ラルルモノヲ･兇出ス

コト有巨ノ｀ザリシノ｀、新タこ感染セルモノこ非ル

限り(而シテ斯ノ如キ｡ハ恐ラク寧口比較的少数

例ナリシナル可シ)、優性結核乃至嘗テ良好ノ経

過テ採リテ明瞭ナル政病ｦ･見ザリシ結核が如何

二容易二上記ノ如ク誘貨サレタカヲ思ノヽシム。

１．

　

疾病ノ経過二開スル素因的事項1ヽシテ・ヽ、

年齢ノ進し

セル者多カリシコトヲ知レリ。兵種別、其他一

就テモ若干ノ差違存フ、ルガ如キモ未グ甚グシク

鮮明ナル能ハ几


